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第34回シンポジウム

「経営効率性開面ーDEA 法のフロンティアと応用事例-J

経営効率性の評価というテーマはあらゆる事業体にと

ってますます重要な課題となっております.そのための

手法として DEA (Data Envelopment Analysis) への関

心が急速に高まってきました.先般， FORTUNE 誌が

「経営者のための経済学j というページで，新手法とし

て DEA を紹介したこともあって，この手法への実務家

の関心も高まっています.本学会では，研究部会「評価

の ORJ (主査:万根薫，幹事:上回徹)をもうけ

て，この方面の研究を進めて参りましたが，本年秋の学

会シンポジウムを「経営効率性評価一DEA 法のフロンテ

ィアと応用事例 j というタイトルの下に開催する運び

となりました.つきましてはこの分野に興味を持ってお

られる研究者や学生の方々，実際問題への応用を考えて

おられる方々のご参加を歓迎いたします.

日時: 10月 15 日(日) 10 目 00-17: 30 

場所:埼玉県県民活動総合センター(JR 大宮駅からニ

ューシャトルで羽貫駅まで約23分)

地図等につきましては，研究発表会のページをご覧く

ださい

実行委員長:上回 徹(成践大学)

プログラム:

10 ・ 00-10 ・ 40 IDEA のモテールをめぐって一再論一」

万根薫(埼玉大学)

10: 40-11 : 15 I DEA におけるスラックを考慮した効

率性の評価法J 枇々木規雄(慶応義塾大学)

11 : 15-11 : 50 I包絡分析と回帰分析を含む性能評価法

DEARAJ 篠原正明 (NTT 通信網研究所)

11 : 50-12 : 25 IDEA/DR 法を用いた事業体の判別予

測」

杉山 学(東京理科大学)，末吉俊幸(オハイオ州立大

学)，山田善靖(東京理科大学)

13 : 30-14 ・ 20 IDEA に基づく限界費用価格形式.

NTT 電話基本料金に関する一考察j

末吉俊幸(オハイオ州立大学)

14 : 20-14 : 55 I通信事業における DEA 法の適用事例」

矢田 健，中山竜起，井上正之 (NTT 通信網研究所)

14 : 55-15 : 30 I対数型 DEA モデルを用いたウェイト

付けの方法」

平瀬啓太(ソニー)，山口俊和(東京理科大学)

15: 45-16 ・ 20 I第三セクター鉄道の効率性に関する研

究」 坂元純一(鹿児島県庁)

16: 20-16 ・ 55 I農協経営評価のための DEA適用に関

する一試論j

長谷部正，木谷忍，伊藤房雄(東北大学)

16: 55-17 : 30 I資本市場の効率性と DEA 分析j

清水康司，高森寛(青山学院大学)

協賛:

経営情報学会， 日本経営工学会， 日本品質管理学会

参加費:正・賛助会員 3 ， 000円，学生会員 1 ， 000円，

非会員 5 ， 000円(協賛学会員は正会員に同じ)当日受

付にてお支払いください.

閉会せ先:干180 武蔵野市吉祥寺北町 3 -3 -1 

成媛大学工学部経営工学科上回徹

Tel. 0422 (37) 3793 Fax. 0422 (37) 3869 

E-mail: ueda@is.seikei.ac.jp 

日本オペレーションズ・リサーチ学会事例研究奨励賞(ソフトウェア部門)

第11回候補ご推薦のお願い

いまや OR の研究・教育・実施においてはソフトウェ

アが不可欠のツールとなっています. しかも，年々多数

の新しいすぐれたソフトウェアが作られていますが，こ

れらは，はたして，広〈有効に使われて，世の役に立っ

ているでしょうか.

本学会員の声として， OR に関連するソフトウェアを

540 (66) 

紹介し，評価し，会員に知らせてほしい， という要望が

しばしば寄せられております.

学会では，このような情勢をふまえ， 1985年度から優

秀なソフトウェアの顕彰を実施いたしております.つき

ましては，今年度も下記の要領で，広〈学会員から募集

(542頁へ続<l
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学会だより

平成7年度秋季研究発表会へのご参加の案内

今年の秋季研究発表会は以下の要領で行わ

れます.

1 研究発表会

期日平成7年10月 16 日(月) ~17 日(火)

会場:埼玉県県民活動総合センター(地図参照)

受付'ご出席の方は，当日，大会受付で参加費

(正・賛助会員 6， 000円，学生会員 2， 000円，非会

員 10 ， 000円)を添えて，必ず登録してください.

実行委員長:刀根薫(埼玉大学)

実行副委員長:大山達雄(埼玉大学)

特別テーマ rORの実施」

ORを成功させるためには，モデ、ル，アルゴリ

ズム，実施の 3 つの要素が整合した形で機能する

必要があります.しかし実施」の姿はなかな

か表に出にくいのが実状です.今回の研究発表会

ではこの点にスポットライトを当てて，特別セッ

ションの中に，各方面から幅広く実施例を集めま

した.会員の皆さんにおかれましては， ORを一層

発展させるために，これらの発表に積極的に参加

されるよう望みます.

特別講演:一般公開・入場無料

(1) rマルチメディアとこれからの経営J

NEC(株)特別顧問水野幸男氏

(2) r 日本の独創性」

理化学研究所理事長有馬朗人氏

なお，特別講演は一般公開し，入場無料ですので，

みなさまお誘い合わせの上ご参加ください.

招待講演・文献賞， Lanchester賞(米国)を受賞さ

れた方々から， 1件あたり質疑応答も含めて60分

程度で，計3件のお話をうかがいます.

特別セッション 次の 5分野のテーマについて，

個別に特別セッションを設けました.各セッショ

ンは60分程度です.

1995 年 9 月号

(a) ORの実施 (b) 公共システムと OR (c) 電力の

OR (d) 金融のOR (e) 生産システムのOR

一般発表:発表時間は例年どおり，質疑応答も含

めて 1件あたり 20分となっています.なお， A会場

での発表には.透明なOHPではなく，普通紙の投

影装置を用いますので，透明でない普通紙の資料

をご用意くださし、(プログラム参照). 

ペ-/~ーフェア'プログラム上にコアタイムを設

けておりますので，この時間借には必ず発表をし

ていただくことになっています(プログラム参照). 

もちろん，その他の時間帯での発表も自由となっ

ております.

ORソフトウェア展示&書籍の展示.希望される方

はお問い合わせくださし、(営業目的の場合は有料

ですに

2. 懇親会

日時・ 10月 16 日(月) 18:00~20:00 

場所:埼玉県県民活動総合センター内

レストラン「ジャポニカ」

Te1. 048 (728) 9333 Fax. 048 (728) 7522 

参加申込.当日，参加費6， 000円を添えて受付に

お申し出ください.

3. 問合せ先:

実行委員会:埼玉大学大学院政策科学研究科

大山達雄〒338 埼玉県浦和市下大久保255

TeJ. 048 (858) 3094, Fax. 048 (852) 0499 E-mail: 

oyamat@poli-sci.saitama-u.ac.jp 

日本オペレーションズ・リサーチ学会事務局'

〒 113 東京都文京区弥生2-4-16 学会センターピ

ル内， Te1. 03 (3815) 3351 Fax. 03 (3815) 3352 
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(540頁から続く)

することになりましたので，奮ってご応募ください.

なお本賞を事例研究奨励賞の中のソフトウェア部門と

いたしましたのは過去の事例研究奨励賞においてコンビ

ュータ・システムの開発に対する授賞を行なった実績も

参考として決定したものであります.

〈募集要領〉

1. 賞の名称;日本オベレーションズ・リサーチ学会

事例研究奨励賞(ソフトウェア部門)

2. 選考の対象 :OR の教育・実務において広< OR 学会

員に役立つもので，次のような対象を想定しておりま

す.

(1)教育用ソフトウェア

大学・企業・その他教育機関において OR教育研修用

のソフトウェア

(2)OR 技術の先端的ソフトウェア

3. 応募資格:本学会の会員(個人に限らずグループや

企業も対象となります)

4. 応募手続: (1)提出書類

①正会員による推薦状 1 部

推薦状は学会所定の用紙とします.

②ソフトウェア機能説明書 (A4判 3 枚以内) 5 部.

機能説明書は学会所定の用紙とします.

③その他参考資料

Input/Output の例，解説書等の参考資料があれば，

各 1 部添付してください.ただし，提出の義務はあり

ません.

(2)提出先:日本 OR 学会表彰委員会

(3)応募締切:平成 7 年11月 30日(木) 必着

5. 表彰:受賞者には， OR 学会総会その他適当な機会

に賞牌を授与するとともに，受賞ソフトウェアの要約

を OR 誌に掲載して表彰する.

6. その他: (1)応募するソフトウェアは，広< OR学会

員に役立つことが必要な条件であるため，一般学会員

からの利用の要請を受けたときは，その便に応じるこ

ととしてください.ただし，学会は，利用について仲

介の労をとることはいたしませんから，当事者間で直

接話し合ってください.

(2)受賞にもれたソフトウェアについても，適当なものに

ついては，主な機能等の紹介を OR 誌に行なうことと

します.

-研究部会・グループ開催案内

-評価の OR

日時: 9 月 16 日(土) 13: 30-16 : 00 

542 (68) 

場所:青山学院大学総研ビル(正門を入ってすぐ右手)

3F 第11会議室

テーマと講師: (1) IDEA における順位づけ問題」

中山講治(日本たばこ産業)

キーワード :DEA加法モテ、ル，極大アサイクリ y ク部分

グラフ，集合被覆問題， Hasse 図

(2) IDEA/DR 法を用いた事業体の判別予測」杉山 学

(東京理科大学)キーワード: Discriminant Regresｭ

sion，判別分析

問合せ先:成践大学上回徹

TeL 0422 (37) 3793 Fax. 0422 (37) 3869 

E-mail ・ ueda@ is. seil王ei. ac. jp 

・高度情報化社会における交通・流通

日時: 9 月 16 日(土) 18: 00-20 : 00 

場所:東洋経済新報社会議室

テーマと講師: I世界の小売業について」

矢部異(工学院大学)

小売業の最近の変革を IA Survey of Retailing 

(The Economist , March 4, 1995) J に掲載きれた論文

をもとにディスカッンヨンを1îないます.

問合せ先:鉄道総研野末尚次

TeL 0425 (73) 7304 

.COM のための生産計画・スケジューリング

日時: 9 月 25 日(月) 18 ・ 30-20: 30 

場所:青山学院大学総研ビル 7階第13会議室

テーマと講師: I石油精製業における生産計画スケジュ

ーリンク、、への線形計画法応用の実際」伊倉義郎

(SAITECH Inc.) ，名原和弘(出光興産側製造部)

石油精製業においては，需給最適化のための大規模

LP モデルが一般的に用いられるようになって久しいが，

精製工程計画分野では諸々の理由から当該手法の応用が

低調である.本部会においては， CIM 主要ファクターと

しての工程スケジューリング最適化手法を簡便的に適用

していくための提言を行ない，併せてアルゴリズムの応

用について述べる.

問合せ先:東京大学先端科学技術研究センター

西岡靖之

TeL 03-3481-4486 Fax.03-3481-4585 

E-mail: nishioka@ai.rcast.u-tokyo.ac.jp 

-平成 8 年度春季研究発表会

日 程:平成 8 年 5 月 15 日(水) -16 日(木) 研究発表会

5 月 17 日(金) 見学会

場所:小樽商科大学(小樽市緑 3 -5 -21) 

実行委員長:若林信夫(小樽商科大学)

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



学会だより

-会合案内

・第151回新宿 OR 研究会

日時: 9 月 19 日(火) 12: 00-13 : 30 

場所:レストラン・レダ(新宿センタービル53F)

テーマ: I敗戦時の引揚方策j

講師:村井勉 (OR 学会会長・ ]R 西日本，アサヒビ

ール名誉会長)

参加費: 3 ， 000円

・第四国丸の内 OR 研究会

日時: 9 月 21 日(木) 18: 30-21 ・ 00

場所:学士会館(神田錦町 3 -28) 

テーマ: I災害の現場から j

講師:小笠原娩(芦屋大学学長)

参加費:丸の内 OR 研究会会員(無料)

非会員 (3 ， 000円)当日受付でお支払いください.ただ

し参加については 1 週間前までにお問い合わせくだ

さい.

問合せ先:トーマツコンサルティング側松下芳生

TeI. 03 (3457) 6745 

-第 7 回 RAMP シンポジウム

主催: OR 学会数理計画法研究会 (RAMP)

開催日: 9 月 21 日(木)， 22 日(金)

会場:東北大学工学部青葉記念会館(干980 仙台市青

葉区荒巻字青葉 TeI. 022 (217) 7993) 

問合せ先:第 7 回 RAMP シンポジウム実行委員会

〒980-77 仙台市青葉区川内 東北大学経済学部経営

学科 Fax.022(217)6321 

委員長:武藤滋夫 (TeI.022 (217) 6303 E-mail : 

muto@econ , tohoku. ac. jp) 

副委員長，大西匡光 (TeI. 022(217)6305 E-mail: 

ohnishi@econ , tohoku. ac. jp) 

詳細については 8 月号の学会だよりをご覧ください.

-他学協会案内

他学会等が主催する大会やシンポジウムで当学会が協

賛しているものについては，原則として主催学会の会員

と同じ費用で参加できますので，皆様奮ってご参加くだ

きい.

-生産スケジューリング・シンポジウム'95 (共催)

共催:当学会，システム制御情報学会他

日時: 10月 2 日(月)

場所:京都工芸繊維大学(京都府京都市)

申込・問合せ先:干606 京都市左京区松ケ崎御所海道町

1995 年 9 月号

京都工芸繊維大学工芸学部機械システム工学科

木瀬洋

TeI. 075 (724) 7353 Fax. 075 (724) 7300 

・システム制御情報チュートリアル講座「システム同定

入門J (協賛)

主催:システム制御情報学会

日時: 10月 3 日(火) . 4 日(水)

場所:住友金属工業側小倉製鉄所内社員クラブ

申込・問合せ先:〒606 京都市左京区吉田河原町14番地

近畿地方発明センタービル内 システム制御情報学会

TeI. 075 (751) 6413 Fax. 075 (751) 6037 

・第 9 回日本計算機統計学会シンポジウム「日:本におけ

る統計ソフトの過去・現在・未来J (協賛)

主催:日本計算機統計学会

日時: 10月 19 日(木)・ 20 日(金)

場所:両国シテイコア16階会議室(東京都墨田区)

申込・問合せ先:〒130 墨田区両国 2 -10-14 両国シテ

イコア 住商情報システム鮒営業第 4 本部新村秀一

TeI. 03 (5624) 1766 Fax. 03 (5624) 1725 

-公募案内

・筑波大学社会工学類

募集人員:助教授または講師 1 名

専門分野:都市計画，地域科学，交通計画，環境計画(統

計学や情報処理の基礎科目を併せて担当できる者)

応募資格:博士の学位を有し，原則として40歳未満の者.

採用予定: 1996年 4 月 1 日

応募締切: 9 月末日

提出書類.履歴書，研究業績リスト，論文別刷，他詳細

については問合せのこと.

問合せ・送付先:干305 茨城県つくば市天王台 1 -1 -1 

筑波大学社会工学類長 腰塚武志

TeI. 0298 (53) 4961 Fax. 0298 (53) 5124 

・東京都立科学技術大学工学部生産情報システム工学科

募集人員:助教授または講師 1 名

専門分野:経営工学，経営情報システム，経済性工学な

ど

応募資格:採用予定時期において博士の学位を有し，年

齢45歳位までの者

採用予定: 1996年 4 月 1 日

応募締切 :11月初日(必着)

提出書類:履歴書，教育研究業績目録，主要論文別刷他

問合せのこと.

閉会せ先:干191 日野市旭が丘 6 -6 ，東京都立科学技術

大学工学部管理工学科教授坪根斉

(69) 543 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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Tel. 0425 (83) 5111 内3603 Fax.0425(83)5119 

-国際コミュニケーション基金平成 7 年度後期助成・援

助要項

助成対象・種類: 1996年 4 月から 1997年 9 月末までに関

催あるいは実施きれるものを対象とし，次の種類の助

成を行なう. (1)調査研究助成:国際通信の調和ある進

歩・発展に寄与する調査研究(文化系・理科系諸分野)

に対する助成. (2)国際会議開催助成:国際通信の普

及・発展に寄与する国際会議に対する助成. (3)社会的・

文化的諸活動助成:国際パソコン通信や国際通信を用

いた文化事業等に対する助成.

申込期間: 10月 1 日一31 日(必着)

申込・問合せ先:〒163-03 新宿区西新宿 2-3-2

KDD ビル31F (財)国際コミュニケーション基金

Tel. 03 (3347) 7094 Fax. 03 (3347) 6439 

・鹿島学術振興財団平成 7 年度研究助成

助成の趣旨:都市・居住環境の整備および国土・資源の

有効利用等による国民生活環境の向上，わが国学術の

発展ならびに学術の国際交流を図るため，この目標に

かなった研究に対して助成を行ない，わが国学術の向

上進展に寄与しようとするものである.

助成対象分野:都市ならぴに居住環境の向上，災害・公害

の防止，国土の有効利用と保全，交通・輸送能力の向

上，海洋の利用と保全，水資源の確保と有効利用，エネ

ルギーおよび資源の輸送・貯蔵・有効利用，廃棄物の処

理と再資源化，文化的遺産・自然環境の保全など.

助成対象研究者:上記対象分野に関する研究を行なう研

究者または研究グソレープ，特に学際的組織で行なわれ

る研究か望まれる.

助成金額:総額4500万円(1ヵ年間人 I 件当りの助成金

は，継続期間の分も含めて300万円ないし 1000万円.

推薦締切:平成 7 年11月 20 日 (OR 学会の推薦を希望き

れる方は 9 月末日までに学会表彰委員会宛に書類を

ご提出ください)

問合せ先:干107 港区赤坂 6 -5 -30 Tel.03(3584)7418 

(財)鹿島学術振興財団

.サイエンス・ボランティア募集について

文部省では平成 7 年度からサイエンス・ボランティア

制度を実地することとなり， Iサイエンス・ボランティア

登録名簿の作成および提供」業務を(社)日本工学会に委

託してまいりました.この制度は，青少年や社会人に科

学技術について正しい知識と理解を深めてもらうために

設けたものです.

日本には自然科学に関する博物館が約260あります.し

かし，来館者に説明しかっ正しい知識と理解を与える

学芸員は 1 館あたり 0.3名しかおりません.また，都道

府県の教育委員会等が主催する各種のイベントても，科

学技術に関する正しい表現等に欠けるものも見受けられ

ます.

そこで，文部省では，教育機関(大学・高専・高校等)

で長〈青少年教育にたずきわった方，企業等で専門家と

して活躍された方，特殊な技術をもっている方々のご協

力を得て，全国的にサイエンス・ボランティア活動を本

年度から実施することにしました.この制度は人材派遣

ではなしサイエンス・ボランティアを必要とする機関

に情報を提供する事業てやす.

それに従って，日本工学会では下記要綱でサイエン

ス・ボランティアを公募いたします.

応募期日:いつでも受付ます.ただし，本年度は初めて

ですので，一応の期限を平成 7 年10月末日とします.

応募資格:特にありませんが，ボランティアとして青少

年・社会人に科学技術の面白きを教えたり，一緒に楽

しめる方

応募申込み:ハガキに氏名・年齢・性別・連絡先住所・

同電話番号を明記して， 日本工学会まで登録用紙を請

求してください.

資格審査:日本工学会内に設けた「サイエンス・ボラン

テイア企画委員会」において資格審査を行ない結果を

お知らせします.

閉会せ先:〒107 港区赤坂 9 -6 -41 乃木坂ビル

(社)日本工学会「サイエンス・ボランティア係j

Tel. 03 (3475) 4621 Fax. 03 (3403) 1738 

「会員名簿」予約申込についてのお願い 事務局

1995年度版の会員名簿を作成することになりました.会員名簿は，会員の方々への限定刊行で，有料・予約

制です.申込締切(振込締切)は 9 月 29 日(金)となっておりますので，どうぞよろしくお願いいたします.
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学会だより

1995年度 秋季研究発表会

研究発表会

懇親会

特別テーマ: ORの実施

日時 1995年10月 16 日(月). 17 日(火)

会場:埼玉県県民活動総合センター

月日

10月 16 日(月)

10月 17 日(火)

10月 16 日(月)

干 362 埼玉県伊奈町小針内宿1600

Tel. 048 (728) 7111 (代表)

時間 会場

10:00""""17:20 埼玉県県民活動総合センター

9: 30"""" 16: 50 

18:00""""20:00 埼玉県県民活動総合センター内

」一一
レストラン・ジャポニカ

122号

17号

J R 高崎線

交通案内:

JRr大宮駅」より「ニューシャトル」にて羽貫駅J 下車(約23分). r羽貫駅」より無料送迎パス

利用 (5分) .健脚の方はニューシャトルj の終点「内宿j より徒歩15分.なお， 10月 16 日(月) , 

17 日(火)の両日とも，朝夕 r羽貫駅J r会場j 聞を随時マイクロパスで送迎する予定です.
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学会だより

ニューシャトル標準時刻表

|大宮駅→羽貫駅 羽貰駅→太宮駅
平日 休日 平日 休日

81 00 05 11 16 27 41 51 。。 15 30 45 81 04 14 24 35 46 02 17 32 47 

91 01 15 30 45 ∞ 15 3ﾘ 45 91 03 18 32 47 02 17 32 47 I 

10 00 15 30 45 ∞ 15 30 10 02 17 32 47 02 17 32 47 

11 。。 15 30 45 00 30 11 02 17 32 47 02 32 

12 00 15 30 45 00 30 12 02 17 32 47 02 32 

13 。。 15 30 45 00 30 13 02 17 32 47 02 32 

14 。。 15 30 45 00 30 14 02 17 32 47 02 32 

15 ∞ 15 30 45 00 30 45 15 02 17 32 47 02 32 

16 。。 15 30 45 55 。。 15 30 45 16 02 17 27 37 47 57 02 17 32 47 

17 05 15 25 35 45 55 。。 15 30 45 17 07 17 27 37 47 57 02 17 32 47 

18 05 15 25 35 45 55 。。 15 30 45 18 07 17 27 37 47 57 02 17 32 52 

19 05 15 25 35 45 ∞ 20 40 19 07 17 32 47 12 32 52 

20 。。 15 30 45 20 20 02 17 32 47 12 52 

21 00 15 30 45 00 20 21 02 17 32 47 32 52 

22 。。 15 30 45 00 40 22 02 17 32 52 32 

23 00 20 00 20 23 12 12 

本網掛けは送迎パスに接続しています

送迎バス標準時刻表

羽貫駅→県民活動総合センター l県民運動総合セ/~一→羽貫駅
平日 休日 平日 休日

81 18 35 49 14 44 81 06 27 42 33 

9120 44 29 59 91 09 33 18 48 

10 14 44 29 59 10 02 32 18 48 

11 14 59 11 02 48 

12 14 44 29 59 12 03 32 18 48 

13 13 59 29 59 13 02 48 18 48 

14 29 59 29 59 14 17 48 18 48 

15 29 59 29 59 15 17 48 18 48 

16 29 59 29 59 16 17 43 18 48 

17 25 54 27 59 17 17 36 18 36 

18 14 44 29 59 18 03 36 18 38 

19 14 29 19 03 50 18 58 

20 04 29 09 49 20 18 38 

21 14 29 21 02 37 18 42 
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研究発表
10 月 16 日(月)

ム、
A 

A 会場 B 会場

10:00 特電別力のセッション
OR ( 1) 動的計画法 (1 ) 

11:00 

11:10 生特産別セッション
システムのOR 動的計画法( 2) 

12:10 

13・ 30

学生論文賞受賞式 ( s 会場)
14:00 

14・00

学会だより

ス ケ ン ユ yレ

C 会場 D 会場 E 会場

地域・政策( ) ゲーム理論( 1 ) 数理計画( 1 ) 

地域・政策 cn ゲーム理論( 2) 数理計画 (2 ) 

畳ー研ごか

特別講演 ( s 会場) 水野幸男 「マルチメディアとこれからの経営」
15・ 00

15:10 特O別R のセ実ッ施ション 招La待nc講he演'5t町(5賞会場)
信頼性 地域・政策( 3) 意思決定 (1 ) 

16:10 

16:20 特金別融のセァション グラフ・

OR データ解析 地域・政策(1) 意思決定 (2 ) ネァトワーク (1 ) 

17:20 

18:00 1[f司証会

10 月 17 日(火)
A 会場 B 会場 C 会場 D 会場 E 会場

9:30 公特共別シセスッション グラフ・

テムと OR 生産計画 (1 ) 待ち行列 社会 ネァトワーク (2 ) 

10:30 

10:40 招文待献講賞演室田(A一会雄場) 招文待献講賞演高(橋S敬会隆場)
11:40 

昼 -w み
12:50 

特別講演 ( s 会場) 有馬朗人 「日本の独創性」
13:30 

14:00 
ペーパーフェア ( p 会場) ソフ ト ウェア (X会場)

14:30 

14:40 特電力別セッシヨン グラフ・

の OR (2) 生産計画 (2 ) 金融( 1 ) 意思決定 (3 ) ネァトワーク( 3) 

15:40 

15:50 グラフ・

シミュレーション 生産計画 (3 ) 金融( 2) 意思決定 (4 ) ネットワーク (4 ) 

16:50 

1995 年 9 月号

F 会場

組合せ最i直化 (1 ) 

組合せ最適化 (2 ) 

電力の最適化

組合せ最適化( 3) 

F 会場

組合せ最適化( 4) 

組合せ最適化 (5 ) 

フ r ジイ
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学会だより

発表題 目 臣と

見

10 月 16 日(月)

e印:発表者

時刻 A 会場 B 会場 C 会場

10:00 電力のOR (1) 動的計画法(1) 地域・政策(1)
オーガナイザ.奈良宏一

l-A-l 環画境策対定策技術を考慮した電源開発計
モデル

l-B-l 7 -r ジ決イ定環境過下における無限ステー
ジ意志 程

l-C-l 混雑ネ度}ò 一定の都費市を抑モデルによ市る構運輸造
エ ギー消 制する都

大屋隆生(電力中央研究所) 藤田敏治(九州大学) 秋j事I享(東京農工大学)

l-A-2 電力力供給需要計画の相モ関デをル考慮した確率的電 l-B-2 リコールの可否が制御できる最適停 l-C-2 錐台型ピルにおける通勤用通路面積
止問題

-李明哲、伏見正則(東京大学)
椎名孝之 lIIf藤毅(筑波大学)
((財)電力中央研究所)

1-BJ A Stochastic SRewEqphuleeernne tislahtl ehd e Allo 

l-C-3 通的勤形交状通を考慮した高層ビルの効率

1-A-3 電線着雪予測システムの開発について cat10n PCraon blBem e Re-
-李明哲，伏見正則(東京大学)sources 

-長谷川淳(北海道大学)‘
佐藤雅宏(筑波大学)

駒井誠二(三菱電機L

山(北岡海勝道，伊藤達人司粛藤邦良
( 電力)，
谷口恭(日本気象協会)

11 ・00

11:10 生産シスァムのOR 動的計画法 (2 ) 地域・政策 (2 ) 
オーガナイザ米田 清

l-A-4 ノ《ックワード・フォワードスケジュー l-B-4 探対索す経る確路所率戦与略の移動目標探索問題に l-C-4 人口集中地区を画定する密度基準
リングを活用した多段工程操業計画法

腰塚武志(筑波大学)
藤中川井義憲之和f熊本和浩，浅田克暢， ~宝防崎衛隆大祐学，校飯)田耕司，木山雅晶 1-C-5 鉄道が導敷出設にされた領域の平均移動時
(住友金属工業(株))

聞の ついて

l B-5The ApPPprllolacgnarntaiimonn E m of Fuzzy PoDwye -
1-A-5 付最短け路問題を適用した樹脂生産順序 namlC t'roJ!rammml!: to Power '三浦英俊，旗塚武志(筑波大学)

SPyrostbelm ems nnmg alnng d Operation l-C-6 時間距離網と作図可能の必要条件

ホ蔽木秀二(出光興産(株))，
Graeme G1BSON , 古藤浩(東北芸術工科大学)

遠藤操，佐藤暢ー Hiroyuki KITA 
(出光石油化学(株)) (Hokkaido University) , 

1-A・6 半導体グ生産工程におけるスケジュー Ken-ichi NISHIYA 

リン について (Hokkaido Inst. of Technol-

坂本英夫((株)東芝)
ogy ), 
勺un HASEGAWA 
(Hokkaido U niversit.y) 

12:10 

畳 f不み
13・30

<学生論文賞受賞式>
14・00

14・ 00

く特別講演> ( s 会場)
8-1 マルチメディアとこれからの経営 水野幸男 (NEC(株)特別顧問)

1.5:00 

(つづ(j
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学会だより

発表題 目 覧
10 月 16 日(月)

-印:発表者

時刻 D 会場 E 会場 F 会場

10:00 ゲーム理論(1) 数理計画( 1 ) 組合せ最適化( 1 ) 

1-0-1 相互依ヲ存ゲ的な選の好枠組を持みつ主体の集団 l-E-l Centers of Generalized Comple- l-F-l 幹線配送計画問題
カ匂T ーム について mentarity Problems 

-毛利裕昭(東京工業大学，
噂猪原健弘中野文平 '1言太正之(神奈川大学)， (株)三菱総合研究所)，
{東京工業大学) 進藤晋(防衛大学校)， 久保幹雄(東京商船大学)，

1-0-2 非加法的集合関数と線形不等式 小島政和(東京工業大学) 森雅夫(東京工業大学)

柏原賢二(東京工業大学)
l-E-2 非凸 2 次計画問題に士付る Semidef- l-F-2 重複訪問巡回セールスマン問題

inite Programming 緩和
1-0-3 あるリスク分担問題に対する Nash

-藤江哲也，小島政和交渉解 (日本大学)，

大西匡光(東北大学)
(東京工業大学) -栗田品子{住商情報システム)

l E3A  aVpahui d OPerdrteur rbatIon Oapnud mLizeax山lCQ- l-F-3 T S P に対する発見的手法の確率的grapmc uraermg m UptlmlZau.on 
over the Efficient Set 解析

.Shiroh Suzuki , 
Phan Thien Thach (Tokyo (奈良先端科学技術犬学院大学)
Institute of Technology) 

11:00 

11 ・ 10 ゲーム理論( 2 ) 数理計画 (2 ) 組合せ最適化 (2 ) 

1-0-4 Arbitration under Oi百Oerent Infor-
matlon 

l-E-4 単ト調ンな法相補性問題に主ナする修正ニュー 1F4FraetIonal DeRree-two P3lodlIyretoc pes 
and Ideal Polytopes of Bidirected 

-曽道智(京都大学)， 'ÙJ下信雄，福島雅夫
Graphs 

大西区光(東北大学)， (奈良先端科学櫛t大学院大学) 安藤和敏(筑波大学)
茨木俊秀(京都大学)

LESProduction MParnoadguecmed ent Model l F5An EfHelent nAge lgIod rithm for tile 
1-0-5 Entropic Oecision Criteria Ap- for Goods Produced through Minimllm-RanJ!:e-Idea.l Problem 

plied to Bimatrix Games Ma.ny Intermediates 
根本俊男(筑波大学)

坂口実(名古屋商科大学) 中井順久(関西大学) l F6Extensions of Partlally h Pe自ned
l-D-6CompVea uuve Prediction of a Ranw l-E-6 非問題凸燃の料解法費関数を持つ経済負荷配分 Boolean Functions with Missín耳

dom Variable Oata 

-坂口実(名古屋商科大学)， -佐藤泰司(山口大学)，
BOROS Endre 

I¥rzysztof Szajowski 伊藤雅(愛知工業大学)
(Rutgers University) , 

(Terhn. Univ. of Wroclaw) 茨木俊秀f牧野和久(京都大学)

12:10 

主正体み
1:3::30 

く学生論文賞受賞式>
14:00 
14:00 

〈特別講演〉 ( s 会場)
8-1 マルチメディアとこれからの経営 水野幸男 (NEC(株)特別顧問)

1.5:00 

(つヲミ)
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10 月 16 日(月)

-印:発表者

時刻 A 会場 B 会場 C 会場

1.5:10 ORの実施 信頼性 地域・政策( 3 ) 
オーガナイザ:森戸晋

l-A-7 7 イー)J.-ド・サイエンスとしてのOR l-B-7 ベイズの定理を構成したニューラル l-C-7 果地球の環検境証問題における国際協力の効

-徳山博干，中川義之
ネットワークによる指数分布の信頼

(住友金属工業(株))
度分布表現

-藤田敏之、伏見正則

l-A-8 OR 一実施問題から経営問題へ
市篠原康秀，尾崎俊治(広島大学) (東京大学)

l-B-8 機械故障をともなう生の産決定シ法ステムに l-C-8 地方自治体にみる地減情報化の評価
山田善靖(東京理科大学) おけるロットサイズ I モデル (3)

l-A-9 Global Asset Allocation by AHP 土肥正，山田康哲(広島大学)， -堀内哲朗，片谷教孝(山梨大洋)

-開i畢栄相，鈴木政博 -海生直人(広島修道大学)，
l-C-9 春日部における高額所得納税金額の

((株)日興リサ}チセンター) 尾崎俊治(広島大学) 分布について

1-B-9 保最証適期リ間リを考ス慮問 したソフトウエアの
一 題に関する一考察 牧野都治{東京理科大学)

山田茂(鳥取大学)

16:10 

16 ・ 20 金融のOR データ解析 地域・政策 (4 ) 
オーガナイザ・葛山康典

l-A-lOプリベイメント モデルの現状 l-B-l0 間欠故障データを含む場ズ合の故障傾 l-C-lO 2 国聞の経済媛助に関する交渉モデル
-非合理性のモデル化ー 向解析-EM アルゴリ ムを基にし

渡辺隆絡(東京工業大学)たテ プル化法による推定一
青沼君明(三菱銀行)

福岡博 l-C- l1経済の最適制御と政策情報システム
1A11 Linear Graneieer s Causality Block ((財)鉄道総合技術研究所) 間違伸一郎(宇都宮大学)Exogeneity Test between Stock 

Returns and Volume l-B-ll 不完全情報下での主成分分析

高山俊目Ij(MTEC 研究所) -高橋磐郎，大i事慶吉，西海ー友，

l-A-12 ヴォラティリティー変動下でのOT 王克義(日本大学)
C株式オプションのヘアジ手法につ 1-8-12 6 人制バレーボールゲームの試合の
いて 流れの分析

飯塚仁嗣(日興証券(株)) 田口東(中央大学)

17:20 
18:00 

懇親会
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学会だより

10 月 16 日(月)

取印:発表者

時刻 D 会場 E 会場 F 会場

15:10 意思決定( 1 ) Lanchester 賞 電力の最適化

( s 会場)

1-0-7AHP法の整合度および重要度に関
1-1 線年とを形度、中そ計，心Lの画aとn相問Cしh補題てe性sにte問対r 題賞すへ受るの賞主拡の双張対対内点法 1-F-7Reazuve Power suplgpo liers Control 

する感度分析 1992 lfsing a Genetic Algorithm 

-大西真一(北海学園大学)，
象論文

Song-Keu n L .. 弘

今井英幸(北海道大学) Jong-Keun Park (Seoul Na-
-吉瀬章子(筑波大学)， tional University) , 

1-0-8 5 段階評定と AHPによる音楽の感 小島政和(東京工業大学)， Hiroyuki Kita , 
性の測定の試み

Nimrod Megiddo ‘'Jun Hasegaw餃 

宮地功(岡山理科大学) (IBM Almaden 研究所)， (Hokkaido University) 

1-0-9 (J法AHPの整合度に関する検討
水野興二(統計数理研究所)，

1-F-8 ニよュるー発ラ電ル機ネ起ッ動ト停ガ止ウ計シ画ア問ン題7のシ解ン法に野間俊人(防衛庁)
-王克義，高橋磐郎(日本大学)

雀永海，北裕幸(北海道大学)，
西谷健一(北海道工業大学L
*長谷川淳(北海道大学)

1-F-9 GA 、 SA 、 TSの融合解法による火力
発電織補修計画問題の

-金賢哲，林泰弘，奈良宏一
(茨城大学)

16:10 

16・20 意思決定 (2 ) グラフ・ネットワーク( 1 ) 組合せ最適化 (3 ) 

ト0-10 DE Aにおける特異値分解の活用に 1-E-10ComGpurtaipnh g the Tutte PoTlyerr lornlal l-F-1O制約充足問題 (CSP) に対するタプ}
ついて of a Graoh and the All-Terminal 探索の適用

-野口弘(東洋紡(株))，
Network Reliability 

哩華々部宏司，茨木俊秀
石井博昭(大阪大学) -関根京子，今井浩(東京大学) (京都大学)

1-0-11 DEAにおける時系列データの分析法 l-E-Il Mでoのn最e適悼kを割もっ重みつき 2 部グラフ
I-F-11 変ムリ動のン適すグる用問環題に境つに下対いですてのる宣機伝械アスルケゴジュー当問題に対する効率的 リズ

事増田久美(東京理科大学)， 算法
平瀬啓太(ソニー(株))， 繁野麻衣子，・塩浦昭義 切(京日藤都真大治学i: i柳浦睦憲，茨木俊秀山口俊和(東京理科大学) (東京工業大学)

1-0-12 分析者の先験的な情報を用いた優先 1-E-12 木構造ネ y トワーク上の部分木配置 1-F-12 一鉦般向化グラフにおける k 辺分割問題の順位モデル
問題に対する高速解法 について

山田善靖，杉山学f根回光 -宇野毅明，趨浦昭義 (永京持都仁大，学'石)井利昌，茨木俊秀(東京理科大学) (東京工業大学)

17:20 

18:00 

懇親会
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学会だより

発表題 日 覧
10 月 17 日(火)

事印:発表者

時刻 A 会場 B 会場 C 会場

9:30 公共システムと OR 生産計画(1) 待ち行列
オーガナイザ:古林隆

2-A-1 数理計画モデルによる家庭ごみ処理 2-B-1 棚移動型適化自動の倉検庫証のシミュレータに 2CIG統MI(一/kM的)X(アk/プG)Y/ロ/ l/lV とシステムの最適化 よる最 11Nの系内数分布への

-栗崎寿也(札幌市)， '下回和裕，山口紀生 ーチ

大山達雄(崎玉大学) (九州東海大学) 馬場裕(横浜国立大学)

2-A-2 最適行政投資配分問題に対する目標 2-B-2 フロー・ショップ問題における)"ー 2-C-2 空間的に斉連次鎖のなプロァク構造をもっ
計画モデルの適用 ルの帰納的獲得 マルコフ 定常分布

*/J、金丸健(熊本県)， 藤井進，森田浩f諏訪日青彦 牧本直樹(東京工業大学)
大山達雄(埼玉大学) (神戸大学)

2-C-3 ダイレクトメールにおける需要予測
2・A-3 新郵.ff::処理システムのシミュレーショ 2-B-3 ナース・スケジューリング・システ モデル(テストカタログを用いない

ン分析 ム構築のためのモデリング 場合)

ホ磯部俊吉，渡辺昇治，北島光泰 池上敦子(成践大学) 三道弘明(流通科学大学)
(郵政研究所L
森戸晋(早稲田大学)

10:30 

10・40 文献賞 文献賞

(A会場) ( s 会場)

1-2 組合せ最適化と凸解析 1-3 版待ち行列論における基本公式 分布

室田一雄(京都大学)
リトルの公式について

高橋敬隆(NTT通信網研究所)

11:40 

畳係。乍

12・ 50

く特別講演> ( s 会場)
5-2 日本の独創性 有馬朗人(理化学研究所理事長)

1:3・ .50

14 ・00 J¥ a ノミ フェア (P 主主場j

P-1 I評価の ORJ 研究部会中間報告
万禄薫(埼玉大学)，*上回微(成際大学)

P-20R ソフトウエア研究部会活動報告
りL巻直一(システム計画研究所L 宮田雅智(青山学院大学)

P-3 A H P における不完全一対比較の影響
-長沢伸也(立命館大学)

14::30 

(つづく)
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発表題

学会だより

lヨ
臣と

見

10 月 17 日(火)

ぽ[1:発表者

時刻 D 会場 E 会場 F 会場

9::30 社会 グラフ・ネットワーク (2 ) 組合せ最適化 (4 ) 

2-D-l PDPC法による海難分析 2-E-l 再配置問題のグラフ論的性質

山地哲也(海上保安大学校) -巳}宜弘佳，伊藤大雄，

2-D-2 非営利組織におけるリエンジニアリ
(NTT通信網研究所)

ング 社会福祉法人「桑の実会J を 2-E-2 補グラ 7 入力に対ズする線形時間グラ
2-F-2 J 数が 2n - 1 のときの 0・ 1 ナップ

実例として フ探索アルゴリ ム
ザック問題の効率的解法

-江藤香(日本工業大学)， 伊藤大雄 林芳男(近般大学)

桑原哲也 (NTT通信網研究所) 2-F・3 Max-Min ナァプサック問題の近似
(社会福祉法人「桑の実会J)，

2-E-3 一般グラフの
解法

三回篤(アルファシステムズデ
Du\mag.，-Mende\sohn 型分解 -二)1\真由美，山田武夫，

吋ゴイン)，

松田郁夫(日本工業大学) 岩田覚(京都大学)
片岡靖詞，(防衛大学校)

2-D-3 マルチメディアの史的展開ー推移図
による分析ー

荻野正浩(中央大学)

10::30 

10:40 

11:40 

昼休み
12:50 

く特別講演〉 ( s 会場)
S目2 日本の1鵡Iけ生 有馬朗人(理化学研究所理事長)

13:50 

14:00 ソフト 7 ェア {文歪耳7

X-l 行列演算用言語 LAMAX-I と計算数学教育
J\j巻直一((株)システム計画研究所):内田智史(神奈川大学)，本郷茂(青山学院大学)

X-2 多目的7ルコフ決定過程のためのプログラムソフト
勺雨田和芳，外川一仁(長岡工業専門学校)

14:30 

(つづく)
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10 月 17 日(火)

時刻

14:40 

1.5:40 

1.5 ・ 50

16:円。

A 会場

電力のOR (2) 
オーガナイザ:鈴木道夫

2-A-4 種々の運用状態を考慮した大規模放
射状ネットワークの多年度設備増設
計画手法

$桑原兵二郎(近儀大学)，

奈良宏一(茨城大学)

2-A・5 送電系統拡充計画問題への GA 融合
型ニューロコンビ.ユーティングの応用

由本勝久f安田恵一郎、
横山隆一(東京都立大学)

2-A-6 タブー探索による電力系統新設配電
線のj車系経路決定手法

奈良宏-*林泰弘，山藤幸1専
(茨城大学)，
武藤昭一(東京電力)

シミュレーション

2-A-ì ペトリネットを用いた避難シミュレー
ションモデル

*池原栄史，椎塚久雄
(工学院大学)

2-A-8 数列の系列相関の絶対値が小さい乗
算合同型擬似乱数生成法の探索

事坂本宗隆.森戸晋(早稲田大学)

554 (80) 

学会だより

B 会場

生産計画 (2 ) 

2-B-4 タイムウインドウf寸きアロー・ダイ
アグラムにおける日程管理について

宝崎隆祐(防衛大学校)

2-B-.5 生産輸送計画システムの開発

相沢健実，河野高r羊f香月毅，
(秩父小野田(株))

2-B-6 原油タンクスケジューリングへの適
用ー数理計画法による定式化ー

・草刈君子唱宮崎知明
(富士通(株))，
池ノ上晋(富士石油(株))

生産計画 (3 ) 

事印:発表者

C 会場

金融(1)

2-C-4 ニューラルネットワ」クによるオプ
ション価格予測に関する考察

・土肥正，畠山真明，尾崎俊治
(広島大学)

2-C-.5 相関構造を取り入れた先幼為替ポジ
ション評価モデル

・佐藤秀一(住友銀行L
吉田敏弘{筑波大学)

2-C-6 製造業の財務計画問題へのALMの
適用

子安居院真宏，山口俊和
(東京理科大学)

金融 (2 ) 

2-B-7 Lagrange 緩和法によるスケジュー I 2-C-7 下方リスクを考慮したボートブオリ
リングの実用化 (1) 問題の抽象化と| オ最適化モデルー平均下方部分積率
解の具体化 (MLPM) モデルを代替するオープ

切日納敏行(東芝)，
| ン L 字型 (OPLS) モデル

Peter B. Luh(】刈(Un附r問s剖lt勺y of I 枇々木規雄(慶R謄聖義塾大学)
仁Co叩nr附ti凹川t吋)' |2C8 多期間資産選択問題に対する内点法
長谷川哲夫，京屋祐二米国1青| の適用
(東芝)，
Ling Gou( U niversity of I 竹原均(筑波大学)
Connecticut) 

2-B-8 Lagrange 緩和法によるスケジューリ
ングの実用化 (2) 実行可能解の構成

事京屋祐三(東芝)，
Ling Gou , 
Peter B. Luh(University of 
Connecticut) , 
米国清，長谷川哲夫，加納敏行
(東芝)
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10 月 17 日(火)

時刻

11:40 

15:40 

)''i:50 

16・50

D 会場

意思決定( 3 ) 

2-0・4 グループAHP におけるルート N分
の l 則の実証一日本列島の面積につ
いての実験デ』タによる

・権藤元，村越大蔵(近畿大学)

2-0-5 許容区間を伴うグループ合意形成A
HP法

山田普靖(東京理科大学)，
八巻直一
(システム計画研究所)，
杉山学，・加藤久仁明
(東京理科大学)

2-0-6 グループAHP を用いた人事評価に
対する合意形成手法

・J\巻直一
(システム計画研究所)，
杉山学，山田善靖，加藤久仁明
(東京理科大学)

意思決定 (4 ) 

2-0-7 生産性による罰の配分モデルにおけ
る公正な社会契約に関する研究

木谷忍(東北大学)

2-0-8 推定を併用したバイナリ AHP一対
比較行列の作成

西淳一友(日本大学)

2-0-9 気候変化の電気事業への影響評価と
方策

桑畑暁生
((財)電力中央研究所)

1995 年 9 月号

学会だより

E 会場

グラフ・ネットワーク (3 ) 

2-E-4 配管最短路問題での距維の取扱につ
いて

事山 11I康吉(三菱重工業(株))，
寺I~l義伸(大阪府立大学)

2-E-5 Shortest f'ath Problem with 
~'uzzy A ,': Length 

岡IH真幸(足利短期大学)

2-E-6 高速道路の料金を考慮した交通配分
問題

-野 4・峠裕文，沼田一道

(東京理科大学)

グラフ・ネットワーク( 4 ) 

2・ E-7 最小通過流問題の諸性質と最適路の
明示法

事片|河靖詞，山田武夫
(防衛大学校)

2-E-8 最小費用流問題に対する双対スケー
リング算i.~

繁野麻衣子(東京工業大学)

2-E-9 On the Maximum Balanced kｭ
flow Problem (Part 2) 

中山明(福島大学)

-印:発表者

F 会場

組合せ最適化 (5 ) 

2-F-4 A Polynomial Algorithm for Enuｭ
merating Vertices of a Base Polyｭ
hedron 

Ping ZHAN(筑波大学)

2-F・5 非巡回的有向グラフ上の s - t パス
の列挙

'松井泰子(東京都立大学)，
松井知己(東京大学)，
字野毅明(東京 E業大学)

2-F-6 全張木を重きの軽い順に列挙する

松井知己(東京大学)，
・松井泰子(東京都立大学)

ファジイ

2-F-7 係数聞の関係とファジイ解を考慮し
た対話型多目標計画問題のー解法

・生回目崇，山口俊和

(東京理科大学)

2-F-8 目的関数の係数が決定変数によって
変化するファジイ多目的計岡問題の
近似解法

e鈴木義治(東京理科大学)，
横山哲男(ソニー(株))，
生田目崇，山口俊和
(東京理科大学)
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